
 海外現地に我が国の輸出ステーションを
構築して各種手続やロジスティクスをワ
ンストップで提供。

※官民挙げてパイロットモデルを早急に実現。

農林水産物輸出のための
「海外現地供給ステーション」構想

【2020年に実現すべき“未来”を示し、GDP600兆円経済の「エンジン」に】
○政策効果の高い先導的な取組を選定した「2020ジャパンチャレンジ」プロジェクト ”10” 
について、自由討議を通じた磨き上げを行い、実現すべき“未来”を提言

○プロジェクトの実行により、政府の担当府省の施策に“横串”を通して連携を確保し、
“団子”＝国民の目に見える形での成果を実現

○規制改革、 AI、IoT、ビッグデータ利活用、人材育成、地域力発揮、省庁間連携を強
化し、プロジェクト“10”を更に磨き上げ。

提言の実現に向けて

 2020年東京オリンピック・パラリンピック
を機に、訪日外国人観光客にICカードを

交付して、１枚のカードで幅広い機能を
まかなう。
• 競技会場の入場管理
• 電子マネー・プリペイドカード

• 農林水産品等の空港チェックイン・宅送
サービス

• 交通カード
• ＩＤカード
• ポイントカード

※マイナンバーカードのシステムの活用も視野に
検討。

「JAPANカード」構想

「横串と団子・2016」―好循環サイクルの加速化―

 衛星を活用した地理データ、位置データ
を「Ｇ空間情報センター」に集約し、防災・
農業・交通・地域活性化などに有効活用。

• ビジネスパッケージの構築により海外展開に
つなげる。

「Ｇ空間2.0」構想

 世界を惹きつける観光立国に向け、更
なる強化策を提言。
• 超大型クルーズ船の同時入港を可能とす
る等、空港・港湾のゲートウェイ機能を強化

• ゴールデンルート以外の地方都市の魅力
を引き出すブランディング戦略

• ことばの壁を瞬時に取り払う「ARソリュー
ション」の展開

• 地域観光の実施主体を官民で立ち上げ、
国が中核的一員としての役割を発揮

「観光立国強化プラン」

※自動運転自動車への位置情報提供なども検討。

◆主要な提言

ワンストップ輸出
拠点としての卸
売市場

我が国独自のワ
ンストップステー
ション

○今秋、新たに 「プロジェクト“10” ver. 2.0」 を選定し、政策の好循環を実現。



• 「G空間情報センター」へのデータ集約と多分野へ
の利活用

• G空間情報活用の海外実証のための環境整備
• G空間人材の育成のための研究教育拠点設立

１．G空間2.0

• 利活用促進のためのカード普及と信頼確立

• カードを読み込むための汎用カードリーダーの設
置の促進

• 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会で
の訪日観光客へのマイナンバーカードの活用

２．マイナンバー利活用推進プロジェクト

• 2017年までの「ネガワット市場」の創設
• 分散電源制御のためのIoT技術と情報セキュリティ
の充実

• 分散型電源に係る託送料金の在り方検討

３．スマート・エネルギー・システムの構築

• 完全自動走行のための国際条約の改正

• 事故時の救護対策や責任関係の在り方検討

• 位置確認についてのG空間情報の活用

４．スマート・モビリティの実現

• 雇用吸収力の大きい地域密着型企業の立上げ支
援

• 中山間地域等における生活サービス機能の確保
支援

• 自治体インフラの民間開放

５．地域経済好循環推進プロジェクト

• 散在する疾患登録情報をリンクした新薬開発促進

• 疾患登録情報活用のための情報セキュリティ、個
人情報保護

• クリニカル・イノベーションのための「中央支援セン
ター」（仮称）構築

６．クリニカル・イノベーション・ネットワー
クの構築

• 卸売市場内での輸出手続ワンストップ化を全国展
開

• 海外現地での手続・配送を担う供給ステーション
の構築

• B to Cでの輸出に向けたICカード活用

７．卸売市場の輸出拠点化プロジェクト

• 2020年度までに「オープンイノベーションアリーナ」
を10拠点形成

• 地域経済をけん引する地域中核企業へのきめ細
かな支援

• 地域経済分析システム（RESAS）の拡充

８．イノベーション・サイクル・システムの
実現

• ロボット導入実証事業の拡充と商品化支援

• 人とロボットの共同作業のための安全基準策定

• 地域レベルのロボット事業支援機関の支援

９．ロボティクス・チャレンジ

• 地方空港・港湾のゲートウェイ機能強化
• 地方都市のブランディングの推進と「ARソリュー
ション」等の先端技術活用

• スポーツを活用した観光・地域活性化

10．世界を惹きつける観光立国推進プロ
ジェクト

１）速やかな規制改革と新ルール整備
２） AI、IoT、ビッグデータの利活用拡大と情報セキュリティ・個人情報保護
３）人づくり・人材育成と産学連携
４）地域経済好循環に向けた地域力発揮
５）より強固な省庁間連携

○プロジェクト“10”の共通課題

(参考)

2020ジャパンチャレンジ「プロジェクト“10”」への提言（概要）


